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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，「（取得）のれんの「規則的償却＋減損処理」vs. 「損処理のみ
（非償却）」という会計基準を巡る世界的な論争の解決に貢献をすることである。本研究では、のれんの会計処
理に関する理論的研究・実証研究を包括的に調査・整理した上で、
作成者（3018社）及び利用者（673名）に質問票調査を実施して、対立の原因が理論的及び現実認識の両方にお
ける相違にあることを指摘した。質問票調査の結果、IASB及びFASBにおける議論とは異なり、利用者も約60％が
規則的償却＋減損という処理を支持していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to respond to the global controversy surrounding “whether 
impairment ought also to be performed in the regular amortization of (acquired) goodwill, or should 
only be treated with impairment without regular amortization” and to deepen our understanding of 
the views of users and preparers of financial statements. 
To deepen the understanding of preparer and user awareness, we conducted a questionnaire survey 
targeting preparers (2,718) and financial analysts (673) that included additional questions and 
options not dealt with in the prior studies. The results of this survey clarified several issues. 
The biggest difference between ours and some similar research in western societies is that 
approximately 60% of users responded that “regular amortization + impairment” was preferable. We 
plan to conduct an additional survey to clarify the reasons why Japanese users support regular 
amortization different from other countries like France.

研究分野： 会計学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は，作成者（経団連加盟企業1379社と非加盟東証上場企業1339社）及び利用者（673名）に対す
る質問票調査を通して、これまで提起されてきた複数の仮説（①日本では、経団連による意見の統一が行われて
いるので規則的償却の支持者が多い。②オーガニック・グロースの企業は規則的償却を支持する。③のれんの割
合の大きい企業ほど非償却・減損を支持する）のうち、①と②は有意に支持されず、③のみが支持されたことで
ある。また、支持の理論的な根拠について、作成者・利用者を問わず、フロー重視の会計観に基づく回答が多か
ったことは、論争において何が対立の原因かを考える上で論争解決への糸口となる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

1990 年代までは，欧米においてものれんは一定期間内の規則的償却が求められていたが，米

国では 2001 年の財務会計基準（FAS）142 号において，国際会計基準審議会（IASB）では 2004 年

の国際財務報告基準（IFRS）第 3号において，それぞれ非償却減損へと変更された。しかし，論

争が解決されたわけではなく，それ以降 10 数年にわたって論争は続いており，近年においては，

IASB 及び会計基準アドバイサリー・フォーラム（ASAF）の場等において，多数国の会計基準設

定主体が論争に参加している状況にある。 

 

２．研究の目的 

本研究は「のれん」の「規則的償却＋減損」vs.「非償却減損」の論争（以後，「償却 vs.減損

論争」と略する）の意味を多面的に分析し，論争の解決を目指す。具体的には, (1)会計基準が

趣旨通りに機能していない可能性, (2)実証研究の結果がチェリーピッキングされている可能性, 

(3)実証研究における研究方法に内在する限界が理解されていない可能性, (4)各国の経済・法

制度・実務における環境条件の相違が主張の内容を規定している可能性, の４点を検討する。 

 

３．研究の方法 

のれんを巡る，「償却 vs. 減損論争」の解決に向けて、以下の作業を行う予定である。 

（1）のれんの会計基準設定の趣旨を設定前の議論に遡って考察する。 

（2）各処理を正当化する規範的理論を整理する。 

（3）事実（エビデンス）の確認：基準の設定趣旨、及び両者を正当化する理論が，経験的な証

拠によって裏付けられるかどうかについて，国内外の実証研究の渉猟と条件を満たす実証研究

の分析方法に関する深掘りを行い，追加的実証研究も行う。 

（4）作成者と利用者に質問票調査を行う。」 

（5）論争の解決を試みる。 

 

４．研究成果 

本研究は「のれん」の「規則的償却＋減損」vs.「非償却減損」を巡る長期にわたる国際的な論

争（以後「償却 vs.減損論争」と略する）の意味を多面的に分析し、論争の解決への貢献を目指

すものである。意見の対立を引き起こしているのは(1)のれんの現状の相違（のれんと考えられ

ているものの法域等による相違）及びのれんに関する事実認識の相違（例えばのれんの減価につ

いての認識）、並びに(2)のれんの会計処理を巡る規範の相違である。1年目には、主に上記の(2)

に関係した規範的な論争（のれんの償却を支持する論理と否定する論理）について整理を行った。

また、2年目の前半では(1)(2)に関連して、のれんの償却に対して強い反対を表明しているフラ

ンスの会計基準設定主体、公認会計士協会及び代表的企業に訪問面接調査を行った。2年目の後

半から日本の作成者と利用者に対する質問票調査を計画・実施した。その成果は京都大学経済学

研究科のディスカッションペーパー（J-18-004 及び E-19-003）として公表した。本年度はこの

質問票調査の結果と関連して、どのような属性（または動機）を有する作成者が「減損処理のみ

（非償却）」の方が望ましい（または望ましくない）と考えているのかについて当該回答と採用

している会計基準及びのれんの規模との関係について、追加的なクロス分析も実施した。前者に

関しては、日本基準を採用している企業に比べて米国基準や IFRS を採用している企業の方が「減

損処理のみ（非償却）」が望ましいと回答していることが観察された（ただし、ロジット回帰で

は統計的に有意でない）。また後者に関しても、のれん総資産比率が高い企業群では「減損処理



のみ（非償却）」を指示する回答割合が高くなっていることが明らかとなった。 
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